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東
北
学
院
時
報
の
郵
送
停
止

　
東
北
学
院
時
報
を

ご
愛
読
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ま
、
こ
の

度
、
東
北
学
院
時
報

は
「
二
〇
二
六
年
七

月
十
五
日
発
行
第
七

九
四
号
」
を
も
ち
ま

し
て
、全
て
の
郵
送
を

停
止
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
制
作
は
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

て
第
一
号
か
ら
全
て

の
東
北
学
院
時
報
の

ア
ー
カ
イ
ブ
を
閲
覧

で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。ま
た
、

本
院
で
は
環
境
保
全

へ
の
取
り
組
み
と
、

皆
さ
ま
へ
の
よ
り
迅

速
な
情
報
提
供
を
目

指
し
、
今
後
は
郵
送

に
代
わ
る
手
段
と
し

て
、
東
北
学
院
時
報

の
メ
ー
ル
配
信
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

配
信
環
境
が
整
い
次

第
、
改
め
て
皆
さ
ま

に
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ご
愛

読
い
た
だ
い
て
き
た

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、本
院
へ
の
変

わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
と
、

今
回
の
郵
送
停
止
に

つ
き
ま
し
て
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
東
北
学
院
時
報
を

ご
愛
読
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ま
、
こ
の

度
、
東
北
学
院
時
報

は
「
二
〇
二
六
年
七

月
十
五
日
発
行
第
七

九
四
号
」
を
も
ち
ま

し
て
、全
て
の
郵
送
を

停
止
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
制
作
は
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

て
第
一
号
か
ら
全
て

の
東
北
学
院
時
報
の

ア
ー
カ
イ
ブ
を
閲
覧

で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。ま
た
、

本
院
で
は
環
境
保
全

へ
の
取
り
組
み
と
、

皆
さ
ま
へ
の
よ
り
迅

速
な
情
報
提
供
を
目

指
し
、
今
後
は
郵
送

に
代
わ
る
手
段
と
し

て
、
東
北
学
院
時
報

の
メ
ー
ル
配
信
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

配
信
環
境
が
整
い
次

第
、
改
め
て
皆
さ
ま

に
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ご
愛

読
い
た
だ
い
て
き
た

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、本
院
へ
の
変

わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
と
、

今
回
の
郵
送
停
止
に

つ
き
ま
し
て
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
東
北
学
院
時
報
を

ご
愛
読
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ま
、
こ
の

度
、
東
北
学
院
時
報

は
「
二
〇
二
六
年
七

月
十
五
日
発
行
第
七

九
四
号
」
を
も
ち
ま

し
て
、全
て
の
郵
送
を

停
止
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
制
作
は
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

て
第
一
号
か
ら
全
て

の
東
北
学
院
時
報
の

ア
ー
カ
イ
ブ
を
閲
覧

で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。ま
た
、

本
院
で
は
環
境
保
全

へ
の
取
り
組
み
と
、

皆
さ
ま
へ
の
よ
り
迅

速
な
情
報
提
供
を
目

指
し
、
今
後
は
郵
送

に
代
わ
る
手
段
と
し

て
、
東
北
学
院
時
報

の
メ
ー
ル
配
信
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

配
信
環
境
が
整
い
次

第
、
改
め
て
皆
さ
ま

に
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ご
愛

読
い
た
だ
い
て
き
た

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、本
院
へ
の
変

わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
と
、

今
回
の
郵
送
停
止
に

つ
き
ま
し
て
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
十
月
二
十
五
日
、

第
二
十
四
回
東
北
学
院

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

が
土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ラ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
記
念
東

北
学
院
礼
拝
堂
で
開
催

さ
れ
た
。
同
日
に
は
大

学
祭
「
六
軒
丁
祭
」
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
同
窓
生
や

教
職
員
ら
が
集
ま
っ
た
。

　
原
田
浩
司
宗
教
部
長

の
司
式
に
よ
る
記
念
礼

拝
か
ら
始
ま
り
、
続
く

記
念
式
で
は
大
西
晴
樹

院
長
・
学
長
が
、
こ
れ

ま
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
を
振
り
返
り
つ

つ
、今
回
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
「
東
北

学
院
応
援
歌
、今
、昔
」
に

ち
な
ん
で
、各
設
置
校
の

運
動
部
の
活
躍
に
つ
い

て
触
れ
た
。

　
森
山
博
同
窓
会
長
か

ら
の
祝
辞
の
後
、ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、中
学

校
・
高
等
学
校
と
大
学

を
卒
業
し
た
鈴
木
英
太

氏
、
鈴
木
勝
博
氏
、
榴

ケ
岡
高
等
学
校
と
大
学

を
卒
業
し
た
佐
々
木
克

典
氏
が
登
壇
。
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル（
通
称
Ｓ
Ｗ
Ｅ
）

監
督
の
小
野
達
雄
氏
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

務
め
、登
壇
者
に
よ
る
応

援
歌
の
思
い
出
話
を
は

じ
め
、Ｓ
Ｗ
Ｅ
に
よ
る
応

援
歌
の
演
奏
も
披
露
さ

れ
た
。ま
た
、東
北
学
院

の
三
つ
の
応
援
歌
「
広

瀬
の
河
原
」「
天
地
に
香

る
」「
行
け
る
歴
史
か
」

に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
つ
い
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

　
ト
ー
ク
中
盤
か
ら
は
、

応
援
団
と
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
も
加
わ
り
、

高
校
生
・
大
学
生
混
合

の
「
ト
レ
フ
レ
ッ
チ
ェ
」

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
披
露
や
校
歌
斉
唱
が

行
わ
れ
た
。参
加
し
た
同

窓
生
か
ら
は
「
応
援
歌

を
聞
く
だ
け
で
青
春
時

代
を
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
、盛
況
の
う
ち
に
閉

会
し
た
。
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５
０
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５
０
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Ｏ
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︿
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〇
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〇
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︿
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﹀

金
一
〇
、〇
〇
〇
円

　
赤
木 

長
義
殿

◆◆
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者

キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者養

成
奨
学
基
金

養
成
奨
学
基
金

︿
団
体
〉

金
一
〇
、〇
〇
〇
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台
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︿
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、〇
〇
〇
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瀬
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寛
殿

寄
付
者
ご
芳
名
ご
芳
志
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
２
０
２
５
年
10
月
１
日
～
11
月
15
日
ま
で
の
ご
寄
付
者
）
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本
学
名
誉
教
授

元
工
学
部
教
授  

菊
地
新
喜
先
生 

逝
去

本
学
名
誉
教
授
で
元
工
学
部
教
授
の
菊
地
新
喜
先
生
に

は
、十
月
十
二
日
に
逝
去
さ
れ
た
。八
十
八
歳
。

菊
地
先
生
は
、一
九
八
三
年
に
東
北
学
院
大
学
教
授
と
し

て
採
用
さ
れ
、二
〇
〇
三
年
に
大
学
図
書
館
分
館
長（
多
賀

城
）、二
〇
〇
五
年
に
退
職
さ
れ
た
後
も
長
く
嘱
託
教
授
と

し
て
務
め
ら
れ
た
。

本
学
名
誉
教
授

元
工
学
部
教
授  

鶴
本
勝
夫
先
生 

逝
去

本
学
名
誉
教
授
で
元
工
学
部
教
授
の
鶴
本
勝
夫
先
生
に

は
、
十
一
月
九
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
八
十
三
歳
。

鶴
本
先
生
は
、
一
九
六
六
年
に
東
北
学
院
大
学
助
手
と
し

て
採
用
さ
れ
、
一
九
七
三
年
に
講
師
、
一
九
八
二
年
に
助
教

授
、一
九
九
四
年
に
教
授
に
昇
任
。
二
〇
〇
二
年
に
機
械
創

成
工
学
科
長
を
務
め
、
二
〇
一
〇
年
に
退
職
さ
れ
た
。

元
工
学
部
教
授  

中
鉢
憲
賢
先
生 

逝
去

元
工
学
部
教
授
の
中
鉢
憲
賢
先
生
に
は
、
十
月
二
十
二
日

に
逝
去
さ
れ
た
。
九
十
二
歳
。

中
鉢
先
生
は
、
一
九
九
七
年
に
東
北
学
院
大
学
教
授
と

し
て
採
用
さ
れ
、
一
九
九
九
年
に
工
学
部
長
兼
工
学
研
究
科

長
、
二
〇
〇
二
年
に
退
職
さ
れ
た
後
も
長
く
嘱
託
教
授
と
し

て
務
め
ら
れ
た
。

聖
書
の
こ
と
ば

ユ
ダ
ヤ
人
も
ギ
リ
シ
ア
人
も
あ
り
ま
せ
ん
。
奴
隷
も
自
由

人
も
あ
り
ま
せ
ん
。男
と
女
も
あ
り
ま
せ
ん
。あ
な
た
が
た

は
皆
、キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
っ
て
一
つ
だ
か
ら
で
す
。

ガ
ラ
テ
ヤ
の
信
徒
へ
の
手
紙
　
三
章
二
八
節

共
生
社
会
へ

皆
さ
ん
は
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
二
十
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
の
牧
師
・
神
学

者
で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
へ
の
抵
抗
運
動
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
彼
は
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
計
画
に
関
与
し
、
第
二
次
世
界
大

戦
終
結
の
直
前
に
絞
首
刑
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
九

歳
で
命
を
奪
わ
れ
た
彼
の
勇
敢
さ
は
、
現
在
も
多
く
の
人

の
興
味
を
引
き
付
け
て
い
ま
す
。

最
近
、
彼
の
生
涯
を
題
材
と
し
た
映
画
『
ボ
ン
ヘ
ッ

フ
ァ
ー 

ヒ
ト
ラ
ー
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
牧
師
』
が
公
開

さ
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
若
き
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
が
家

族
と
団
ら
ん
す
る
シ
ー
ン
で
す
。
ナ
チ
ス
台
頭
の
話
題
で

場
が
暗
く
な
る
と
、
彼
は
「
ナ
チ
ス
？ 

大
し
た
こ
と
な
い
だ

ろ
」
と
お
ど
け
ま
す
。
し
か
し
、
彼
の
父
親
は
重
々
し
く
次

の
よ
う
に
告
げ
ま
す
。「
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
ド
イ
ツ
で
起
こ
っ

て
い
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
原
因
を
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
共
産
主
義

者
の
せ
い
に
し
て
支
持
率
を
伸
ば
し
て
い
る
ん
だ
」。
事
実
、

ナ
チ
ス
に
と
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
は
大
変
便
利
な
ス
ケ
ー

プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と

は
、
一
部
の
個
人
や
集
団
を
悪
者
に
仕
立
て
上
げ
、
集
団
の

不
満
の
矛
先
を
そ
ら
す
こ
と
で
す
。
根
拠
の
な
い
陰
謀
論

に
人
々
が
振
り
回
さ
れ
、
約
六
百
万
人
も
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
に
よ
っ
て
大
量
虐
殺
さ
れ
た
の
で
す
。

現
代
の
日
本
で
は
、〈
ユ
ダ
ヤ
人
〉の
代
わ
り
に〈
外
国
人
〉

が
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

例
え
ば
「
外
国
人
の
犯
罪
率
が
上
が
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た

言
説
の
多
く
は
、
フ
ァ
ク
ト
・
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
事
実
で

は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
政
治
家
は
、
生

活
の
経
済
的
苦
し
さ
な
ど
本
来
取
り
組
む
べ
き
問
題
か
ら

注
意
を
そ
ら
す
た
め
に
、〈
外
国
人
問
題
〉
と
い
う
ス
ケ
ー

プ
ゴ
ー
ト
を
で
っ
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
る
で
「
ナ

チ
ス
の
手
口
で
も
真
似
て
み
た
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
排
外
主
義
的
な
言
説
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
共
に
生
き
る
た
め
の
社
会
を
作
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
同
士
に
も
衝
突
や
葛
藤
が
あ

る
よ
う
に
、
違
い
や
葛
藤
は
当
然
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
共
に
生
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

冒
頭
の
聖
書
箇
所
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
三
章
二
八
節
で
も
、
パ

ウ
ロ
は
差
別
を
超
え
た
共
生
を
訴
え
て
い
ま
す
。
当
時
、
ユ

ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
割
礼
と
い
う
律
法
を
守
ら
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
異
邦
人
を
教
会
か
ら
排
除
し
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
二
千
年
も
の
昔
に
も
「
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
外
国
人
が
い
る
！
」
と
叫
ば
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
私
た

ち
は
こ
の
二
千
年
前
の
宗
教
対
立
を
嘲
笑
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
か
ら
二
千
年
後
の
人
類
が
私
た
ち
の

こ
と
を
見
た
ら
、
な
ん
と
言
う
で
し
ょ
う
か
。「
ド
イ
ツ
人

も
ユ
ダ
ヤ
人
も
な
い
」
と
い
う
考
え
に
生
き
た
ボ
ン
ヘ
ッ

フ
ァ
ー
を
覚
え
つ
つ
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
を
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

大
学
宗
教
主
任
　
岡
田
　
勇
督

桃井氏は「人生は巡礼だ～スペイン・
サンティアゴ巡礼とインマヌエルの神～」
と題し、スペイン西北部の街「サンティ
アゴ・デ・コンポステーラ」を目指す
キリスト教徒の巡礼に学生たちを引率
して参加した経験を話されました。この
巡礼には毎年世界各地から30万人が
集まってきますが「巡礼手帳」を持つ
者は、清潔なベッドと温かいシャワー
付きの巡礼宿（一泊1,200円程度）を
供されます。格安の理由は多くのボラ
ンティアによって運営されているから
とのこと。なぜ多くのボランティアが
集まるのか、その答えはスペインの国
土にあります。日本の約1.5倍の国土
は肥沃な平野で古くから豊かな収穫
を約束していましたが、それゆえに土
地をめぐる紛争や戦争が絶えません
でした。それゆえに率先して世界中の

人々と巡礼を通して語り合い、信仰と
文化を分かち合うことで得られる「人
間の安全保障」についての意識が高い
のだということでした。
油谷氏からは仙台の七夕祭りが開
催される8月6日は、第二次世界大戦末
期に広島に原爆が投下された日である
ことから、仙台七夕祭りにぜひとも平
和を祈る千羽鶴を供したいという市民
の願いがどのように形となっていった
か、その過程で仙台市民のみならずキ
リスト教学校の学生、生徒、教職員が
関わっていた事実を丁寧にお話しいた
だきました。
戦後80年にふさわしいご講演をい
ただいたことをお二人の講師に感謝申
し上げます。

郵
送
停
止
の
お
知
ら
せ

bokin@mail.tohoku-gakuin.ac.jp
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法
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事
務
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財
務
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問ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら

創
立
１
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周
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Ｌ
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募
金

東
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学
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東
北
学
院
時
報
は
二
〇
二
六
年
七
月
十
五
日
発
行 

第
七
九
四
号

を
も
ち
ま
し
て
、
全
て
の
郵
送
を
停
止
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

制
作
は
今
後
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
迅
速
な
情
報
提
供
と

環
境
へ
の
配
慮
を
目
指
し
て
メ
ー
ル
で
の
配
信
を
検
討
し
て
お
り
、

環
境
が
整
い
次
第
、改
め
て
ご
案
内
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
東
北

学
院
時
報
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
第
一
号
か
ら
全
号
の
紙
面
デ
ー
タ
を

公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
回

の
郵
送
停
止
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

東
北
学
院
時
報
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

https://jihou.tohoku-gakuin.jp/

東
北
学
院
時
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桃
井
和
馬
氏

桃
井
和
馬
氏

写真左より岡田勇督准教授、大西晴樹院長・写真左より岡田勇督准教授、大西晴樹院長・
学長、油谷茂雄氏、原田浩司宗教部長学長、油谷茂雄氏、原田浩司宗教部長

24

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

「戦後80年に今共に考える戦争と平和」という総合主題の下10月8日、
五橋キャンパスで桃井和馬氏（恵泉女学園大学教授）を、9日に土樋キャン
パスで油谷茂雄氏（「平和を祈る七夕市民の会」代表）をお招きして特別
伝道礼拝の時が持たれました。

大学宗教主任　川島　堅二

2025年度秋季特別伝道礼拝 こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す


